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６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
６

月
23
日
ま
で
18
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
県
⺠
の
⽣
活
・
健
康
を
⽀
え

る
医
療
・
福
祉
施
設
、
⼦
ど
も
の
学
び
や
成
⻑
を

⽀
え
る
教
育
施
設
等
に
対
す
る
電
⼒
・
ガ
ス
・
⾷

料
品
等
価
格
⾼
騰
対
策
の
ほ
か
、
価
格
⾼
騰
の
影

響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の

⽀
援
、
鶏
卵
価
格
の
上
昇
の
原
因
と
も
な
っ
て
い

る
⾼
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策
に
必

要
な
経
費
の
令
和
５
年
度
補
正
予
算
議
案
２
件
、

条
例
議
案
12
件
、
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
議
案
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
関
す
る
議
案
15
件
、
そ
の
他
の
議
案
４
件
、

人
事
に
関
す
る
議
案
４
件
の
計
38
件
の
議
案
が
知

事
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
、
福
祉

労
働
問
題
、
環
境
問
題
、
農
林
水
産
問
題
、
教
育

問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
論
議
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、38
件
に
つ
い
て
、い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、承
認
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

令
和
五
年
六
月

福岡県ワンへルス
推進ポータルサイト
https://onehealth.pref.fukuoka.lg.jp/

　大会気運をさらに高めるために行われたセレモニーでは、カウントダウン
ボードの除幕式や、競技を疑似体験できるバーチャルサイクリング体験の実演
などが行われました。
　このツール・ド・九州の経済効果は30億円を上回ると試算され、観客は12
万４千人との予測がされています※。県議会では、大会自体の魅力だけでなく、
本県が持つ観光や文化、食といった魅力を広く世界に発信できる貴重な機会と
とらえ、定例会等において、大会の成功に向けた宣伝活動の取り組み、また大
会を活用した県産品のPR等について、積極的に意見等を行ってまいりました。

※日本政策投資銀行九州支店発表

香原勝司議長（挨拶から抜粋）
　私たちが目指している広域行政、広域連携の一つの象徴がツール・
ド・九州だと思います。アフターコロナの時代に一番必要なことは、
このようなイベントと思っています。ぜひ、この福岡で開催されるこ
とを一人でも多くの方に知っていただき、参加をしていただく、そう
いうツール・ド・九州であってほしいと願っています。

　「ツール・ド・九州」は、ＵＣＩ（国際自転車競技連合）
公認のサイクルロードレースです。第１回大会は、2023年
10月６日～９日に福岡、熊本、大分で行われます。
　当大会は、九州のサイクルスポーツの普及拡大、世界に
誇れる美しい自
然や風景を発信
することによる
地域ブランディ
ングへの貢献な
どに大きな期待
が寄せられてい
ます。

2023.10.6 -10.9FRI MON

0
STAGE

小倉城クリテリウム
2023年10月6日（金）13:30-
福岡ステージ（北九州メディアドーム-大牟田）
2023年10月7日（土） 8:00-

1
STAGE

令和５年６月28日「マイナビ ツール・ド・九州2023」100日前カウントダウンセレモニーが県庁ロビーで開催され、香原勝司議長、
佐々木允副議長、九州の自立を考える会の会長である藏内勇夫議員など、多くの議員が出席しました。

　福岡県では、県民のスポーツ活動を活性化することにより地域に活力をもたらし、スポー
ツの力により活性化した地域がさらにスポーツを支援できる力を発揮する、というような
好循環が県内各地で生み出され、スポーツの力で県民生活をより豊かに、より元気にする
「スポーツ立県福岡」の実現を目指します。

ツール・ド・九州2023 今秋開催
｢スポーツ立県福岡｣の実現を目指し福岡県議会も大会の成功を全力で応援します!
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したもので、６月定例会時点での内容です。

Ｑ　

６
月
補
正
予
算
の
編
成

方
針
と
物
価
高
騰
対
策
に
要

す
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
。

Ａ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料

価
格
等
の
高
騰
が
続
き
、
県

民
生
活
や
中
小
企
業
・
畜
産

農
家
の
事
業
活
動
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
を

し
っ
か
り
支
え
る
思
い
で
補

正
予
算
を
編
成
し
た
。

　

今
回
の
予
算
で
は
、電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
対
策
、
影
響
を
特
に
受
け

る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
支
援
、
鶏
卵
価
格
の
上

昇
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
を
柱
と
し
て
、
総
額

で
約
１
６
９
億
円
を
計
上
し

て
お
り
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
の
価
格
高
騰
対
策
に

約
１
６
０
億
円
を
計
上
し
て

い
る
。

　

臨
時
交
付
金
の
追
加
配
分

や
医
療
施
設
等
を
多
く
抱
え

る
都
市
部
を
有
す
る
都
道
府

県
に
重
点
配
分
を
行
う
よ
う

国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

ワ
ン
ヘ
ル
ス
ア
プ
ロ
ー

チ
を
実
践
で
き
る
専
門
人
材

の
育
成
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」

で
も
合
意
さ
れ
た
よ
う
に
、

ワ
ン
ヘ
ル
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
次
な
る
人
獣
共
通
感

染
症
と
い
っ
た
脅
威
を
乗
り

越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ワ
ン

ヘ
ル
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
身
に

つ
け
た
人
材
は
、
複
雑
で
困

難
な
社
会
課
題
の
解
決
や
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
く
多

様
な
分
野
の
大
学
が
ワ
ン
ヘ

ル
ス
教
育
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
社
会
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
る
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
、ハ
ワ
イ

大
学
と
の
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進

に
関
す
る
覚
書
の
調
印
式
に

は
、県
内
11
の
大
学
も
参
加
し

た
。多
く
の
大
学
と
連
携
を
進

め
、学
部
等
の
段
階
に
合
わ
せ

た
教
育
方
策
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
「
園
芸
農
業
先
端
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
の

基
本
構
想
や
建
設
候
補
地
を

伺
う
。

Ａ　

整
備
す
る
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
園
芸
の
さ
ら
な

る
高
品
質
等
に
つ
な
が
る
よ

う
、
先
端
技
術
の
開
発
に
研

究
を
集
中
さ
せ
た
い
。
研
究

期
間
を
短
縮
し
、
生
産
現

場
に
迅
速
に
普
及
さ
せ
る
に

は
、
先
進
的
な
農
業
者
や
、

最
先
端
の
技
術
開
発
に
取
り

組
む
農
業
関
連
企
業
と
研
究

開
発
段
階
か
ら
連
携
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。
こ
う
し
た
方
向
性
を
踏

ま
え
た
研
究
拠
点
と
し
て
、

筑
後
地
区
を
有
力
な
建
設
候

補
地
と
考
え
、
今
年
度
中
を

目
途
に
絞
り
込
む
。

Ｑ　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ　

県
で
は
先
月
、
情
報
科

学
分
野
や
法
律
分
野
の
外
部

有
識
者
を
交
え
た
「
生
成
Ａ

Ｉ
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
広
く

職
員
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
集

め
、「
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
す
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
対
し
て

も
、
具
体
的
な
活
用
案
の
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
進
む
よ
う

支
援
す
る
。

Ｑ　

ア
ス
リ
ー
ト
の
盗
撮
被

害
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
の
迷
惑
行
為
防
止
条

例
で
は
、
正
当
な
理
由
な
く

公
共
の
場
所
で
透
視
機
能
を

用
い
て
衣
服
の
上
か
ら
身
体

や
下
着
を
撮
影
す
る
こ
と
等

が
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
場

合
は
最
高
で
懲
役
２
年
ま
た

は
罰
金
１
０
０
万
円
に
処
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
に
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
水
泳
競
技
で

盗
撮
被
害
が
発
生
。
こ
れ
を

受
け
、
撮
影
は
事
前
に
申
請

し
た
市
町
村
と
報
道
機
関
に

限
り
認
め
、
保
護
者
や
チ
ー

ム
関
係
者
の
撮
影
も
認
め
て

い
な
い
。
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
水
泳
以
外
の
競
技
や
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

撮
影
制
限
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
大

会
で
は
見
回
り
の
強
化
、
盗

撮
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
啓

発
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
掲
示
等

を
検
討
す
る
。

Ｑ　

福
岡
空
港
の
利
用
状
況

と
運
営
に
必
要
な
人
員
の
確

保
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

過
去
最
大
の
利
用
者
数

は
、
国
内
線
は
令
和
元
年
11

月
の
約
１
６
３
万
人
、
国
際

線
は
平
成
31
年
３
月
の
約

65
万
人
。
国
の
最
新
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
今
年
４
月
時
点

で
国
内
線
は
約
１
３
５
万
人

で
ピ
ー
ク
時
の
約
８
割
、
国

際
線
は
約
46
万
人
で
約
７
割

と
な
っ
た
。

　

保
安
検
査
場
の
所
要
時
間

は
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｃ
（
福
岡
国

際
空
港
株
式
会
社
）
に
よ
る

と
、
年
末
年
始
は
国
内
線
が

最
大
50
分
、
国
際
線
が
最
大

90
分
だ
っ
た
が
、
現
在
は
国

内
線
、
国
際
線
と
も
最
大
30

分
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ

て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

し
、採
用
に
関
す
る
特
設
サ
イ

ト
を
開
設
す
る
な
ど
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
約
半
数
ま
で

減
少
し
た
保
安
検
査
員
数
は

約
７
割
ま
で
回
復
し
た
。

Ｑ　

小
・
中
学
校
の
早
期
退

職
者
の
推
移
と
教
員
の
離
職

防
止
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

定
年
退
職
以
外
の
退
職

者
数
は
平
成
30
年
度
以
降

３
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て

い
る
が
、
近
年
30
歳
以
下
の

退
職
者
が
増
加
。
平
成
30
年

度
の
81
人
か
ら
令
和
４
年
度

は
全
体
の
約
半
数
の
１
５
８

人
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
若
年
教
員
に
対

し
、
先
輩
教
員
と
の
交
流
会

等
を
通
し
て
、
教
科
指
導
や

学
級
経
営
等
の
課
題
を
共
有

し
、
解
決
の
た
め
の
支
援
を

行
い
、
早
期
退
職
の
防
止
に

努
め
て
い
く
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者

の
早
期
退
職
の
防
止
策
と
し

て
、
復
職
の
際
に
は
職
場
復

帰
訓
練
の
実
施
、
複
数
の
精

神
科
医
に
よ
る
勤
務
に
関
す

る
助
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
早
期
退
職
募
集

制
度
の
対
象
年
齢
を
、
年
度

末
に
お
い
て
定
年
前
10
年
以

内
に
引
き
上
げ
、
40
歳
代
は

制
度
を
利
用
で
き
な
い
よ
う

見
直
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

桐
明  

和
久  

（八女市・八女郡）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

佐
々
木  

徹  

（福岡市東区）

Ｑ　

県
管
理
河
川
の
出
水
期

前
の
対
応
状
況
、
ク
リ
ー
ク

の
先
行
排
水
の
実
施
状
況
と

県
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

県
が
管
理
す
る
河
川

は
、
日
常
点
検
で
把
握
し
て

い
る
要
注
意
箇
所
を
出
水
期

前
に
再
度
点
検
し
て
い
る
。

「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」

を
作
成
し
、
県
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
で
現
在
３
３
１
河
川

を
公
開
し
て
い
る
。

　

大
雨
の
際
に
避
難
行
動
な

ど
が
適
切
に
で
き
る
よ
う
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
河
川
水
位

情
報
を
県
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
発
信
。
水
位
計
を
２
１
３

カ
所
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を

１
６
４
カ
所
に
設
置
し
て
お

り
、
今
後
も
増
設
す
る
。

　

ク
リ
ー
ク
の
先
行
排
水

は
、24
時
間
雨
量
が
１
０
０
㍉

以
上
、ま
た
は
警
報
級
の
大
雨

が
予
想
さ
れ
た
場
合
に
実
施

す
る
と
い
っ
た
基
本
ル
ー
ル

を
筑
後
川
下
流
域
の
市
町
等

と
取
り
ま
と
め
、
一
昨
年
７

月
か
ら
開
始
し
た
。昨
年
は
計

６
回
実
施
。１
０
０
㍉
を
超
え

る
大
雨
は
３
回
あ
っ
た
が
、大

き
な
湛
水
被
害
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

Ｑ　

県
内
の
食
料
自
給
力
向

上
の
た
め
、
水
田
農
業
の
振

興
と
生
産
基
盤
の
維
持
・
強

化
、
県
産
水
産
物
の
販
路
拡

大
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

食
料
の
安
定
供
給
を
図

る
に
は
、
米
に
麦
・
大
豆
を

組
み
合
わ
せ
た
水
田
の
フ

ル
活
用
が
重
要
。
農
地
の
集

積
・
集
約
化
等
に
よ
る
規
模

拡
大
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
の
導
入
、
土
壌
診
断

に
基
づ
く
施
肥
技
術
の
導
入

を
支
援
し
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施

設
を
点
検
・
診
断
し
機
能
保

全
計
画
を
策
定
、
必
要
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

県
産
水
産
物
を
積
極
的
に

扱
う
飲
食
店
を
「
ふ
く
お
か

の
地
魚
応
援
の
店
」
と
認
定

し
、県
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
で

紹
介
。県
内
の
漁
協
や
加
工
業

者
が
製
造
し
ウ
ェ
ブ
販
売
す

る
商
品
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
、約
２
５
０
商
品

を
掲
載
し
て
い
る
。

Ｑ　

県
内
地
方
部
へ
誘
客
を

図
る
た
め
の
魅
力
的
な
観
光

地
づ
く
り
、「
立
花
宗
茂
と
誾ぎ
ん

千ち

代よ

」大
河
ド
ラ
マ
誘
致
活
動

の
コ
ロ
ナ
後
の
取
り
組
み
と

知
事
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

Ａ　

県
内
６
エ
リ
ア
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
観
光
資
源
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
広
域
ル
ー
ト
を
設

定
。「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」「
泊

ま
る
」
を
一
体
的
に
楽
し
め

る
新
た
な
観
光
エ
リ
ア
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

来
年
春
の
「
福
岡
・
大
分

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
向
け
、
特
別

感
の
あ
る
観
光
素
材
の
開
発

を
各
地
で
進
め
て
い
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に
つ

い
て
は
、「
立
花
宗
茂
と
誾
千

代
」ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る

観
光
ル
ー
ト
の
開
発
も
今
年

度
行
う
予
定
。柳
川
市
や
関

係
者
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
社
を
訪
問

し
、働
き
か
け
を
強
め
た
い
。

新
政
会

新
政
会

椛
島  

德
博  

（柳川市）

Ｑ　
「
福
岡
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登

録
制
度
」
の
進
捗
状
況
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
と
「
価
格
交
渉
支
援

ツ
ー
ル
」
の
普
及
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

Ａ　
「
福
岡
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登

録
制
度
」
は
、
県
内
企
業
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
「
見

え
る
化
」
し
、
活
動
を
支
援

す
る
た
め
昨
年
10
月
に
創
設

し
た
。
６
月
８
日
時
点
で
登

録
済
み
が
６
４
８
件
、
申
請

を
受
け
付
け
て
い
る
も
の
が

１
５
４
件
あ
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
は
、
今
年
２
月
の
官
民

労
13
団
体
に
よ
る
「
価
格
転

嫁
の
円
滑
化
に
関
す
る
連
携

協
定
」
の
締
結
や
、
官
民
労

23
団
体
が
共
催
し
た
「
取
引

適
正
化
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
福

岡
大
会
」
等
の
取
り
組
み
で

宣
言
企
業
の
登
録
を
促
し
て

い
る
。
本
県
の
宣
言
企
業
数

は
６
月
９
日
現
在
で
８
４
８

社
に
増
え
た
。

　

価
格
交
渉
支
援
ツ
ー
ル
は

「
価
格
交
渉
を
円
滑
に
行
え

た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
現

在
、
県
と
県
内
４
地
域
の
中

小
企
業
支
援
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、
協
定
締

結
団
体
等
を
通
じ
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

Ｑ　

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
と
福
岡
県
循
環
器

病
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
向
上
に
つ
い
て
。

Ａ　

ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
は
、
毎
日
の
歩
数

や
食
事
内
容
の
デ
ー
タ
を
記

録
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
り
、
協
力
店
か
ら
特
典

が
も
ら
え
る
仕
組
み
。
し
か

し
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る
店
が

少
な
く
、
登
録
者
数
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
今
年
度
、
ア

プ
リ
の
改
修
等
を
行
い
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
促
す
た
め

に
近
く
の
観
光
情
報
を
プ
ッ

シ
ュ
通
知
す
る
機
能
な
ど
を

追
加
。
ポ
イ
ン
ト
で
応
募
で

き
る
抽
選
会
の
開
催
、
協
力

店
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

　

福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
は
４
月
か
ら
、

県
の
事
業
と
し
て
循
環
器
病

の
患
者
等
に
対
す
る
相
談
支

援
や
医
療
従
事
者
を
対
象
と

し
た
研
修
会
等
を
実
施
し

て
い
る
。
認
知
度
向
上
に
向

け
、８
月
に
開
催
さ
れ
る「
脈

博
」
へ
の
参
加
、
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
県
の
広

報
番
組
で
の
紹
介
等
に
取
り

組
む
。

Ｑ　

地
域
の
防
犯
力
を
高
め

る
た
め
に
、
青
パ
ト
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
犯
罪
等
の
情
報

提
供
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

Ａ　

犯
罪
等
の
発
生
に
関
す

る
情
報
提
供
は
、
効
果
的
な

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

行
わ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
警
と
し
て
は
、
自
主
防

犯
活
動
の
促
進
の
た
め
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
、
犯
罪
等
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
、
地
図
や
グ

ラ
フ
を
活
用
す
る
等
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
方
法
で
情
報

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

公
明
党

公
明
党

新
開  

昌
彦  

（福岡市早良区）
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代表質問を終えて 　　

提出された議案等

可決された意見書・決議、採択された請願

　令和５年６月定例会では議案３８件が提出さ
れ、いずれも原案のとおり可決、承認または同
意されました。

〇予算議案２件
・令和５年度福岡県一般会計補正予算（第１号）
・令和５年度福岡県一般会計補正予算（第２号）
〇条例議案12件
・災害派遣手当の支給に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定
について
・過疎地域及び離島振興対策実施地域に対す
る福岡県税の課税免除に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・地域経済牽引事業の促進のための福岡県税
の課税免除に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県児童福祉施設の設備及び運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
・福岡県建築都市関係手数料条例の一部を改
正する条例の制定について　
・福岡県屋外広告物条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県都市公園条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察関係手数料条例の一部を改正す
る条例の制定について
・福岡県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
促進に係る信号機等に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

〇専決処分したものについて報告し、承認を求
める議案１件
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の制
定について

〇工事請負契約の締結に関する議案15件
〇その他の議案４件
・公立大学法人九州歯科大学定款の一部変更
について　など

〇人事に関する議案４件
・副知事の選任について　など

　

冒
頭
、
当
面
す
る
県
政
の
重
要
課
題
と
し
て
、
物
価
高
騰
対

策
に
つ
い
て
問
い
、
服
部
誠
太
郎
知
事
か
ら
依
然
と
し
て
先
行

き
が
不
透
明
の
中
、
県
民
の
生
活
や
中
小
企
業
等
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
く
た
め
の
補
正
予
算
を
編
成
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
変
更
後
の
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
質
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
に
幅
広
い
医
療

機
関
が
対
応
す
る
事
に
な
る
た
め
、
入
院
医
療
体
制
、
外
来
医

療
体
制
、
入
院
調
整
な
ど
円
滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
ン
ヘ
ル
ス
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
関

係
者
が
知
識
や
技
術
を
持
ち
寄
り
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
今
後
、
専
門
人
材
の
育
成
に
向
け
大
学
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、園
芸
農
業
先
端
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
質
し
、

本
県
農
業
の
主
力
で
あ
る
施
設
園
芸
の
さ
ら
な
る
高
品
質
・
高
収

量
・
省
力
化
に
つ
な
げ
る
先
端
技
術
の
開
発
に
研
究
を
集
中
す
る

た
め
の
研
究
拠
点
と
し
て
考
え
て
お
り
、園
芸
農
業
の
主
産
地
で

あ
り
、農
業
関
連
企
業
が
集
積
し
て
い
る「
筑
後
地
区
」を
有
力
な

候
補
地
と
し
て
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
福
岡
県
出
産
・

子
育
て
安
心
基
金
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
、
賃
上
げ

に
伴
う
価
格
転
嫁
、
流
域
治
水
、
外
来
生
物
問
題
、
教
員
不
足

と
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
等
、
知
事
よ
り
前
向

き
な
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

服
部
誠
太
郎
知
事
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
所
得
の
壁
の

見
直
し
を
国
に
働
き
か
け
る
、
中
小
企
業
の
価
格
転
嫁
と
賃
上

げ
実
現
に
取
り
組
む
と
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
実
現
へ
県
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
女
性
理
事
の
増
を
図

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
盗
撮
対
策
を
行
う
と
答
弁
さ
れ
、
行
政
へ
の

行
き
過
ぎ
た
ク
レ
ー
ム
（「
カ
ス
ハ
ラ
」）
に
対
し
、
知
事
は
体

制
の
整
備
と
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
、
教
育
長
は
学
校
教

育
を
通
じ
て
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
等
の
育
成
に
努
め
る
と
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
空
港
を
運
営
す
る
福
岡
国
際
空
港
㈱
の
大
株
主
で
あ
る

県
は
、
新
た
な
路
線
展
開
、
空
港
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
さ
れ
ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
課

題
を
踏
ま
え
有
効
か
つ
安
全
な
利
活
用
を
検
討
す
る
、
ま
た
新

た
な
感
染
症
が
今
後
発
生
し
た
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
医
療
提
供
体
制
を
整

備
す
る
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
の
た
め
「
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
対

策
協
議
会
」
が
実
践
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
取
り
組
む
、

豪
雨
対
策
の
一
つ
と
し
て
各
家
庭
に
貯
留
タ
ン
ク
設
置
の
普
及

啓
発
を
進
め
、ま
た
県
の
防
災
ア
プ
リ
「
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・

ま
も
る
く
ん
」
の
登
録
を
県
民
に
働
き
か
け
る
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
世
界
水
泳
福
岡
大
会
は
県
民
に
夢
や
希
望
を
与

え
る
も
の
で
、
県
と
し
て
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
に
努

め
る
と
の
発
言
を
得
ま
し
た
。

　

毎
年
三
百
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
教
員
の
早
期

退
職
防
止
の
た
め
、
先
輩
教
員
の
支
援
、
休
職
教
員
へ
の
復
職

支
援
、
更
に
日
常
的
な
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

行
う
と
教
育
長
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

民
主
県
政
県
議
団

　

先
の
選
挙
の
結
果
を
受
け
、我
が
会
派
は
５
人
で「
新
政
会
福

岡
県
議
団
」を
結
成
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
社
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
や
財
政
問
題
、地
球
規
模
の
環
境
問
題
な
ど
課

題
は
山
積
し
、
将
来
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
困
難

な
時
代
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
世
代
間
に
不
平
等
や

格
差
を
生
ま
ず
、
老
い
も
若
き
も
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が

重
要
で
す
。
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
と
も
に
均
衡
あ
る
県
土
の

発
展
を
目
指
し
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
精
進
す
る
決
意
を
申
し

上
げ
、県
政
全
般
に
つ
い
て
今
回
の
代
表
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。

　

服
部
誠
太
郎
知
事
の
政
治
姿
勢
で
は
、
物
価
高
騰
対
策
や
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
今
後
と
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
資
金
繰
り
支
援
な

ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
知
事
か

ら
は
、「
今
議
会
、
約
１
６
０
億
円
余
の
物
価
高
騰
対
策
補
正

予
算
を
提
案
。
今
後
９
月
議
会
に
も
追
加
分
を
検
討
中
。
さ
ら

に
下
半
期
に
つ
い
て
は
臨
時
交
付
金
の
追
加
配
分
を
国
に
求
め

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
産
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
の
事
業
と
仕
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
知
事

か
ら
は
、「『
出
産
・
子
育
て
安
心
基
金
』
を
活
用
し
『
病
児
保

育
利
用
料
の
無
償
化
』
及
び
『
先
進
医
療
に
よ
る
不
妊
治
療
費

の
助
成
』
な
ど
に
加
え
、
県
独
自
の
施
策
を
機
動
的
に
実
施
す

る
」
旨
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
や
外
国
人
労
働
者
の
住
民
税
の
納
付
漏
れ
対
策
、

統
一
地
方
選
投
票
率
の
向
上
、
所
有
者
不
明
土
地
の
現
状
と
今

後
市
町
村
へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
外
来
生
物
の
防
除
計
画
の
策
定
状
況
や
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
対
応
や
警
察
問
題
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

ま
し
た
。

新
政
会

可決された意見書
〇畜産・酪農に係る経営安定のための対策を求
める意見書
〇カーボンニュートラルの実現に向けた林業・
木材産業の成長産業化に関する意見書
〇自動車関係諸税に係る抜本的な見直しに対す
る意見書
〇私学助成の拡充に関する意見書
可決された決議
〇空港・交通インフラ調査特別委員会設置に関
する決議
〇子育て支援・人財育成調査特別委員会設置に
関する決議
〇再生可能エネルギー等調査特別委員会設置に
関する決議
〇国際化・多文化共生社会調査特別委員会設置
に関する決議	
〇ワンヘルス・地方分権等調査特別委員会設置
に関する決議	
〇スポーツ立県調査特別委員会設置に関する決議
採択された請願
〇私立小・中・高等学校への助成制度の拡充等
に関する請願

公
明
党

　

改
選
後
初
の
定
例
会
で
公
明
党
の
代
表
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
福
岡
県
の
人
口
減
少
と
徹
底
し
た
少
子
化
対
策
は
喫

緊
の
課
題
と
と
ら
え
服
部
誠
太
郎
知
事
の
思
い
切
っ
た
子
育
て

支
援
を
質
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
岡
県
の
事
業
を
「
見
え
る
化
」
し
効
果
的
に
見

直
す
た
め
に
現
在
の
単
式
簿
記
・
現
金
主
義
会
計
か
ら
東
京
都

が
始
め
た
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
の
導
入
を
問
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
脱
炭
素
の
主
役
で
あ
り
、
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産

業
に
な
り
え
る
「
水
素
」
に
つ
い
て
伺
い
、
知
事
か
ら
本
県
が

進
め
る
水
素
の
製
造
、
貯
蔵
、
運
搬
、
利
用
に
つ
い
て
、
北
九

州
響
灘
臨
海
部
の
拠
点
化
、
グ
リ
ー
ン
水
素
の
輸
入
、
人
材
の

育
成
等
水
素
社
会
実
現
に
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
県
民
の
健
康
・
医
療
に
つ
い
て
会
派
独
自
調
査
を
基
に

質
問
。
調
査
の
結
果「
ひ
と
り
親
」の
健
康
意
識
が
低
く
、喫
煙
、

飲
酒
の
率
が
高
い
こ
と
か
ら
子
育
て
相
談
の
際
に
「
親
」
の
健

康
管
理
も
行
う
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、予
防
で
き
る
「
子
宮
頸
が
ん
」「
肝
が
ん
」「
胃
が
ん
」

の
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

次
に
４
月
か
ら
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
全
年
齢
に

努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
遵
守
の

対
策
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
へ
の
助
成
な
ど
知
事
、
教
育
長
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

次
に
本
県
の
深
刻
な
教
員
不
足
と
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
そ

の
対
策
を
教
育
長
に
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
達
は
長
野
県
に
行
き
「
通
信
制
高
校
サ
ポ
ー
ト
校

等
就
学
支
援
事
業
補
助
金
」
を
参
考
に
質
問
し
ま
し
た
が
、
知

事
は
、
慎
重
に
行
う
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

　

最
後
に
警
察
本
部
長
に
ニ
セ
電
話
対
策
と
、
青
パ
ト
な
ど
へ

の
警
察
の
犯
罪
情
報
提
供
を
提
案
し
前
向
き
な
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
。
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田
川
市
郡
の
合

計
特
殊
出
生
率

が
県
を
上
回
る

理
由
、
ま
た
少

子
化
対
策
の
ヒ
ン
ト
が
生
活
保
護
の

仕
組
み
の
中
に
あ
る
と
考
え
る
が
知

事
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　

田
川
市
郡
の
合
計
特
殊
出
生
率

が
県
を
上
回
っ
て
い
る
理
由
は
、
田

川
市
郡
の
多
く
の
市
町
村
で
女
性
の

平
均
初
婚
年
齢
が
県
平
均
よ
り
若
い

こ
と
、
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
等
が
推
察
さ
れ
る
。ま
た
、生

活
保
護
と
出
生
率
の
因
果
関
係
は
検

証
で
き
な
い
が
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
若
者
が
結
婚

や
子
育
て
に
夢
や
希
望
を
持
て
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
が

５
類
に
移
行
さ
れ
た
後
も
、後
遺
症
に

悩
ま
さ
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
相
談
窓

口
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
充
実
す
べ

き
と
考
え
る
が
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　

県
は
５
類
移
行
後
も
相
談
窓
口

を
継
続
し
て
開
設
し
、
後
遺
症
の
診

療
が
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
医
療
機
関
名
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
引
き
続

き
後
遺
症
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
紹
介
先

の
医
療
機
関
の
拡
充
を
図
り
、
後
遺

症
に
悩
む
方
を
適
切
な
医
療
に
つ
な

げ
て
い
く
。

浸
水
被
害
に
有

効
な
「
雨
庭
」

等
の
施
設
の
普

及
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

Ａ　

近
年
の
豪
雨
の
頻
発
を
踏
ま

え
、
下
水
道
や
河
川
へ
の
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
、緑
化
に
よ
る
貯
留
・
浸

透
機
能
を
生
か
し
た
雨
庭
や
、
高
架

下
を
含
む
道
路
空
間
に
お
け
る
植
樹

帯
の
整
備
等
も
有
効
と
考
え
る
。
雨

庭
を
県
営
公
園
等
に
試
験
的
に
設
置

し
、豪
雨
に
対
す
る
貯
留
・
浸
透
効
果

を
検
証
し
て
情
報
発
信
す
る
。ま
た
、

高
架
下
の
緑
化
や
、道
路
排
水
を
貯

留
・
浸
透
さ
せ
る
植
樹
桝
の
導
入
等
を

試
験
的
に
実
施
し
、
普
及
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。さ
ら
に
屋
上
緑
化
の
雨

水
の
貯
留
・
浸
透
効
果
も
研
究
す
る
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
人
材
創
生

塾
」
の
拡
充
に

つ
い
て
。

Ａ　

県
内
企
業
が
必
要
と
す
る
技
術

人
材
を
育
成
す
る
に
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
志
す
若
者
を
増
や
す
取
り
組
み

が
必
要
。
こ
の
た
め
今
年
度
か
ら
県

内
企
業
や
大
学
と
連
携
し
て
「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
人
材
創
生
塾
」
を
開
講
、

中
学
・
高
校
生
を
対
象
に
、
も
の
づ

く
り
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
。
初
年
度
で
あ
る

今
年
度
は
「
半
導
体
」
分
野
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
が
、
技
術
人
材
の
不

足
は
「
自
動
車
」「
デ
ジ
タ
ル
」
等

幅
広
い
分
野
で
課
題
で
あ
る
た
め
他

分
野
に
も
拡
充
し
、
県
内
企
業
の
人

材
確
保
を
支
援
す
る
。野

生
動
物
と
の

生
息
域
を
分
け

る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
昨
年

度
、
岡
垣
町
で
実
施
さ
れ
た
取
り
組

み
内
容
及
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　

昨
年
度
、
岡
垣
町
で
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
密
度
が
高
い
地
区
を
特
定

し
、
雑
草
木
の
伐
採
に
よ
る
緩
衝
地

帯
整
備
を
支
援
。
整
備
後
は
、
緩
衝

地
帯
内
に
イ
ノ
シ
シ
が
現
れ
た
頻
度

が
１
０
０
分
の
１
ま
で
減
少
し
た
。

今
年
度
は
５
市
町
に
取
り
組
み
を
拡

大
し
、
緩
衝
地
帯
の
整
備
に
合
わ
せ

た
侵
入
防
止
柵
の
設
置
等
に
も
取
り

組
む
。
今
後
も
市
町
村
と
連
携
し
、

取
り
組
み
を
一
体
的
に
進
め
、
農
作

物
の
被
害
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

三
池
港
で
は
、

新
た
な
コ
ン
テ

ナ
定
期
航
路
の

誘
致
等
が
重
要

と
考
え
る
が
利
用
促
進
や
施
設
整
備

に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
増
加
を
図
る

た
め
、
貸
物
運
送
事
業
者
へ
の
取
扱

量
に
応
じ
た
助
成
、
新
規
航
路
を
開

設
し
た
船
会
社
へ
の
入
出
港
経
費
に

対
す
る
助
成
制
度
を
今
年
度
か
ら
新

た
に
創
設
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
関
係
事
業
所
等
に
説
明
す
る

と
と
も
に
、
業
界
紙
等
を
活
用
し
、

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。
港
湾
施

設
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
必
要
な
整

備
を
進
め
三
池
港
の
さ
ら
な
る
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
数
減
少
お

よ
び
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
の

担
い
手
減
少
へ
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ　

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
実
施

し
て
い
る
「
魅
力
発
信
の
た
め
の
広

報
力
の
強
化
」
等
の
会
員
増
強
運
動

に
助
成
。
見
守
り
活
動
の
担
い
手
も

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
等
に
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
新
聞
販
売

店
等
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る
機
会
の

多
い
19
の
民
間
事
業
者
と
協
定
を
締

結
、
事
業
者
が
担
い
手
と
し
て
参
画

す
る
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ふ
く
お
か
」

を
全
市
町
村
で
実
施
。
今
後
は
協
定

事
業
者
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

福
岡
都
市
圏
の

人
口
増
加
と
他

地
域
の
人
口
減

少
お
よ
び
市
町

村
へ
の
教
育
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

福
岡
都
市
圏
と
そ
れ
以
外
の
地

域
と
の
地
域
間
格
差
の
拡
大
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
等

に
よ
る
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
創

出
、
ま
た
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。市
町
村
へ
の
教
育
支
援
で
は
、

今
年
度
か
ら
３
年
間
を
部
活
動
の
地

域
移
行
「
改
革
推
進
期
間
」
と
し
、

市
町
村
の
協
議
会
へ
の
助
成
、
各
教

育
事
務
所
の
相
談
・
支
援
体
制
の
整

備
、
モ
デ
ル
地
域
で
の
実
証
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

授
業
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
つ
い
て
教
育

長
に
伺
う
。

Ａ　

児
童
生
徒
が
生
き
生
き
と
学
ぶ

授
業
づ
く
り
に
は
、
一
人
一
人
に
分

か
り
や
す
く
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
興
味
・
関
心

や
能
力
に
応
じ
た
児
童
生
徒
主
体
の

授
業
が
展
開
で
き
る
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
で
他
校
や
海
外
の
児
童

生
徒
と
意
見
交
換
し
、
多
様
な
他
者

と
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推

進
し
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

幼
児
期
に
お
け

る
障
が
い
の
早

期
発
見
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組

む
か
伺
う
。

Ａ　

発
達
障
が
い
を
早
期
に
発
見
す

る
に
は
、
保
護
者
や
保
育
士
ら
が
発

達
障
が
い
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に

理
解
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
。
こ
の

た
め
保
護
者
に
育
児
小
冊
子
を
配
付

し
、
保
育
士
な
ど
に
対
し
研
修
会
を

実
施
。
昨
年
度
、
保
育
所
等
で
の
障

が
い
児
の
受
け
入
れ
フ
ロ
ー
な
ど
を

ま
と
め
た
標
準
モ
デ
ル
を
作
成
し

た
。
さ
ら
に
発
達
障
が
い
児
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
保
健
師
等
の
巡
回

相
談
の
活
用
等
を
市
町
村
に
促
す
と

と
も
に
、
全
国
の
事
例
を
把
握
し
、

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
の
成
果

と
普
及
拡
大
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

水
田
農
業
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
病
害

虫
防
除
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
で
、
従

来
の
半
分
の
時
間
で
作
業
が
可
能
に

な
っ
た
。
園
芸
農
業
で
は
ハ
ウ
ス
内

の
自
動
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
や
自
動

か
ん
水
施
設
等
の
導
入
を
進
め
て
い

る
。ま
た
、普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
が
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
な
ど
の
活
用
に
つ

い
て
指
導
し
、
経
営
改
善
を
支
援
し

て
い
る
。
県
の
農
業
大
学
校
で
も
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
に
よ
る
人
材
育
成
な

ど
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
拡
大
を

図
り
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

県
内
市
町
村
の

被
災
者
支
援
業

務
の
シ
ス
テ
ム

化
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　

被
災
者
支
援
業
務
の
シ
ス
テ
ム

化
は
現
在
、
29
市
町
村
が
対
応
済
み

で
、
対
応
予
定
の
市
町
村
を
含
め
る

と
45
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
市
町
村
の
シ
ス
テ
ム
は
各
自
治

体
が
独
自
に
構
築
し
た
も
の
な
ど

で
、
国
が
今
年
１
月
に
運
用
を
開
始

し
た
「
ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
」
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。

シ
ス
テ
ム
化
に
対
応
し
て
い
な
い
15

市
町
に
対
し
て
、
国
の
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
特
長
や
対
応
済
み
の
市
町
村

の
事
例
等
を
紹
介
し
、
シ
ス
テ
ム
化

を
働
き
か
け
て
い
く
。病

気
や
事
故
で

脳
に
損
傷
を
受

け
た
た
め
に
起

こ
る
高
次
脳
機

能
障
が
い
の
人
へ
の
支
援
と
理
解
の

促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

福
岡
市
立
心
身
障
が
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
県
内
４
カ
所
の
支
援
拠
点

機
関
に
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

の
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
。

内
容
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
障
が
い

者
支
援
施
設
等
と
の
調
整
、
社
会
復

帰
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
る
。
理

解
促
進
の
た
め
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
る
が
、
症
状
が
発
達
障
が

い
や
認
知
症
と
類
似
し
て
い
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
そ
の
違
い
を
盛
り
込

む
な
ど
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

禁
止
事
項
を
少

な
く
し
て
自
由

に
遊
べ
る
常
設

の
「
プ
レ
ー
パ

ー
ク
」（
冒
険
遊
び
場
）は
県
内
に
宗

像
市
の
１
カ
所
し
か
な
い
。
市
町
村

と
連
携
し
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
と

思
う
が
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

Ａ　

今
年
度
開
始
し
た
「
未
来
子
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
市
町
村
が
企
業
等
の
多

様
な
主
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
体

験
活
動
へ
の
助
成
制
度
を
設
け
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
主
体
で
あ
る

市
町
村
へ
の
説
明
会
等
で
、
効
果
的

な
体
験
活
動
の
事
例
と
し
て
プ
レ
ー

パ
ー
ク
の
活
動
状
況
も
紹
介
し
体
験

活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

井上 博行
（福岡市博多区）

宮川 宗一郎
（福岡市城南区）

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

大田 　満
（福岡市早良区）

永川 俊彦
（大牟田市）

𠮷田 健一朗
（古賀市）

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、一
般
質
問
の
一
部
を

　抜
粋
し
た
も
の
で
、６
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

神﨑 　聡
（田川郡）

江口 善明
（久留米市・うきは市）

宮原 伸一
（太宰府市）

林　 泰輔
（朝倉市・朝倉郡）

横尾 政則
（小郡市・三井郡）

小緑 貴吏
（北九州市戸畑区）

波多江 祐介
（筑紫野市）

坪田 　晋
（福岡市博多区）

田中 雅臣
（北九州市小倉南区）
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中
学
校
給
食
の

地
域
格
差
を
な

く
す
た
め
に

も
、
全
自
治
体

で
全
員
給
食
の
実
施
が
望
ま
し
い
。

選
択
方
式
の
自
治
体
と
全
員
給
食
の

意
義
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

主
食
や
お
か
ず
に
つ
い
て
、
自

治
体
が
委
託
し
た
弁
当
か
各
家
庭
で

用
意
す
る
か
を
選
択
で
き
る
自
治
体

は
春
日
市
、
大
野
城
市
、
太
宰
府
市
、

宇
美
町
、
須
恵
町
、
久
山
町
。
選
択

方
式
は
家
庭
の
負
担
は
あ
る
が
、
生

徒
個
人
の
体
調
や
体
格
に
応
じ
た
最

適
な
昼
食
の
用
意
が
可
能
。
生
徒
全

員
が
同
じ
給
食
を
取
る
こ
と
は
家
庭

の
負
担
が
な
く
、
栄
養
教
諭
等
の
管

理
の
下
、
適
切
な
栄
養
が
確
保
さ
れ

る
点
で
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

家
庭
や
学
校
に

居
場
所
が
な
い

子
ど
も
の
た
め

の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

県
で
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
へ

学
習
支
援
を
行
う
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
助
成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
昨
年

度
か
ら
は
、
不
登
校
を
含
め
学
校
や

家
庭
に
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
に
安

心
・
安
全
な
居
場
所
を
提
供
し
、学
習
、

食
事
の
支
援
等
を
行
う
市
町
村
に
運

営
費
等
を
補
助
す
る
「
子
ど
も
の
居

場
所
支
援
事
業
」を
開
始
し
た
。市
町

村
が
運
営
す
る
居
場
所
事
業
は
来
年

度
か
ら
法
定
化
さ
れ
、
財
源
が
措
置

さ
れ
る
。
引
き
続
き
市
町
村
に
対
し

積
極
的
な
実
施
を
働
き
か
け
る
。

県
内
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
者
数
と
さ
ら

な
る
拡
大
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

Ａ　

昨
年
度
末
で
養
成
者
数
は
累
計

約
52
万
人
。
今
年
度
末
ま
で
に
目
標

の
約
57
万
人
を
達
成
す
る
に
は
約

５
万
人
が
必
要
。
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
民
間
企
業
に
、
従
業

員
を
対
象
と
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
研
修
の
実
施
を
依
頼
、
県
と

市
町
村
で
も
養
成
研
修
を
し
て
き

た
。
今
後
は
、
認
知
症
の
人
の
見
守

り
活
動
を
し
て
い
る
県
行
方
不
明
認

知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
会
議
の
構
成
員
で
あ
る
45
の

団
体
企
業
に
も
養
成
研
修
を
依
頼

し
、さ
ら
な
る
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

流
産
や
死
産
な

ど
で
赤
ち
ゃ
ん

を
亡
く
さ
れ
た

方
が
産
休
を
活

用
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
職
場
復
帰
が
で

き
る
よ
う
、
周
知
を
徹
底
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、知
事
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　

流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
方

は
、
心
や
体
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
お
り
、
十
分
な
休
み
を
取
得

し
、
自
身
の
体
調
に
合
わ
せ
職
場
復

帰
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。今
後
、企
業
の
代
表
者
や
人
事
・

労
務
担
当
者
を
対
象
に
、
福
岡
労
働

局
と
開
催
し
て
い
る
研
修
会
に
お
い

て
、
流
産
や
死
産
の
場
合
に
も
産
後

休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
を
従
業
員

に
し
っ
か
り
と
周
知
す
る
よ
う
働
き

か
け
る
。

郵
便
等
投
票
の

対
象
外
で
あ
る

要
介
護
３
の
人

な
ど
も
投
票
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
の
認
識

と
今
後
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

投
票
所
ま
で
の
移
動
支
援
の
取

り
組
み
は
今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙

で
４
市
町
が
実
施
。先
行
事
例
を
市
町

村
選
管
に
情
報
提
供
し
取
り
組
み
が

広
が
る
よ
う
検
討
を
働
き
か
け
る
。現

行
制
度
で
は
郵
便
等
投
票
の
対
象
外

で
あ
る
要
介
護
３
、４
で
も
、投
票
所

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
が
い
る
。県

選
管
は
昨
年
12
月
、都
道
府
県
選
挙
管

理
委
員
会
連
合
会
を
通
じ
て
国
等
に
、

郵
便
等
投
票
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す

る
よ
う
法
改
正
を
要
望
し
た
。

早
良
区
南
部
に

は
日
向
峠
︱
小

笠
木
峠
断
層
帯

が
あ
る
が
、
地

震
に
よ
る
被
害
想
定
を
把
握
す
る

「
地
震
に
関
す
る
防
災
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
」
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
最

新
の
調
査
か
ら
12
年
経
過
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
県
の
地
震
に
関
す

る
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
改
め

て
実
施
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
知

事
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

国
は
今
年
度
末
を
目
途
に
「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
の
被
害
想
定

の
見
直
し
を
公
表
す
る
と
し
て
い

る
。
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
が
見
直

さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
調
査
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

買
い
物
支
援
事

業
の
成
功
例
と

県
の
補
助
金
制

度
に
対
す
る
市

町
村
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

Ａ　

事
業
の
成
功
例
と
し
て
、
大
牟

田
市
で
は
住
民
の
利
用
実
態
や
要
望

を
踏
ま
え
て
実
証
実
験
を
重
ね
、
令

和
４
年
10
月
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
稼

働
に
至
っ
た
。
住
民
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
助
成
終
了
後
も
継
続
運
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
豊
前
市
の
移
動
ス
ー

パ
ー
の
販
売
員
は
介
護
の
資
格
を
持

っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
に
も

貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
各

市
町
村
へ
課
題
に
応
じ
た
施
策
や
成

功
事
例
を
紹
介
し
、
事
業
の
活
用
を

進
め
て
い
く
。

北
九
州
空
港
の

航
空
貨
物
拠
点

化
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

一
昨
年
度
か
ら
３
年
間
を
「
貨

物
拠
点
化
推
進
強
化
期
間
」
と
し
、

国
際
貨
物
の
集
荷
促
進
や
運
航
に
係

る
経
費
の
助
成
等
を
通
じ
貨
物
取
扱

量
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。
昨
年
９

月
に
第
２
国
際
貨
物
上
屋
の
供
用
を

開
始
し
、
物
流
事
業
者
等
の
通
関
事

務
手
続
き
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
門

司
税
関
北
九
州
空
港
出
張
所
も
新
設

さ
れ
た
。
今
後
、
新
規
事
業
採
択
さ

れ
た
滑
走
路
の
３
０
０
０
㍍
化
を
早

期
に
実
現
し
、
世
界
と
結
ぶ
航
空
貨

物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
貨
物

拠
点
空
港
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。

人
口
減
少
が
進

む
中
、
人
材
確

保
は
最
大
の
課

題
。
そ
の
点
も

踏
ま
え
女
性
警
察
官
の
増
員
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

県
警
は
「
令
和
５
年
度
ま
で
に

全
警
察
官
の
定
員
に
占
め
る
女
性
警

察
官
の
割
合
を
10
％
」
と
す
る
目
標

を
掲
げ
、本
年
４
月
１
日
現
在
、10
・

０
％
、
そ
の
人
数
は
約
１
１
３
０
人

と
な
り
、
数
値
目
標
に
到
達
し
た
。

国
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
で
は
「
地
方
警
察
官
に
占
め
る
女

性
警
察
官
割
合
を
令
和
８
年
度
当
初

ま
で
に
12
％
程
度
」
と
す
る
数
値
目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

採
用
・
登
用
拡
大
を
進
め
る
。

が
ん
対
策
推
進

計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
が

ん
に
な
っ
た
ひ

と
り
親
へ
の
支
援
ニ
ー
ズ
も
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
が
知
事
の
所
見

を
問
う
。

Ａ　

が
ん
患
者
の
中
で
も
、
ひ
と
り

親
の
方
は
生
活
・
経
済
面
で
の
サ
ポ

ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
。
拠
点
病

院
で
は
社
会
福
祉
士
等
が
連
携
し
て

支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
ほ

か
、「
患
者
サ
ロ
ン
」
を
設
け
同
じ
悩

み
を
持
つ
方
と
の
情
報
共
有
が
で
き

る
場
も
提
供
し
て
い
る
。
新
た
な
が

ん
対
策
推
進
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
も
、
ひ
と
り
親
の
方
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
持
つ
が
ん
患
者

の
支
援
の
充
実
に
向
け
検
討
を
進
め

て
い
く
。

障
が
い
者
が
65

歳
を
迎
え
る
と

障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ

き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
同
様

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
場
合

は
介
護
保
険
を
優
先
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
に
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
市
町
村
に
助

言
・
指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
知
事

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

自
立
支
援
給
付
と
介
護
保
険
制

度
の
適
用
関
係
等
に
つ
い
て
定
め
た

国
の
通
知
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の

支
給
決
定
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

一
律
に
優
先
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

利
用
者
の
意
向
を
把
握
し
た
上
で
必

要
と
さ
れ
る
支
援
内
容
を
適
切
に
判

断
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
助
言
、
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

児
童
虐
待
防
止

に
向
け
子
ど
も

本
人
が
相
談
し

や
す
い
環
境
整

備
が
必
要
と
考
え
る
が
知
事
の
考
え

を
問
う
。

Ａ　

虐
待
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
早
期

対
応
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
自
身

が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
重

要
。
そ
の
た
め
県
は
昨
年
11
月
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
「
親

子
の
た
め
の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
開

設
。
今
年
５
月
末
時
点
で
子
ど
も
か

ら
の
相
談
を
１
０
１
件
受
け
、
う
ち

17
件
は
虐
待
が
疑
わ
れ
た
た
め
児
童

相
談
所
に
通
告
し
た
。
こ
の
相
談
窓

口
の
周
知
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

や
子
ど
も
食
堂
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
依
頼
す
る
。

空
き
家
を
抑
制

す
る
た
め
持
ち

家
が
あ
る
高
齢

者
や
家
族
へ
啓

発
等
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
県

の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

Ａ　

宅
建
業
団
体
等
と
連
携
し
て
運

営
す
る
「
福
岡
県
空
き
家
活
用
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
通
称
イ
エ
カ
ツ
）

で
は
、
住
宅
を
所
有
す
る
高
齢
者
や

家
族
か
ら
住
ま
い
の
将
来
に
つ
い
て

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
具
体
的
な
提

案
を
行
う
ほ
か
、
権
利
関
係
の
整
理

が
必
要
な
場
合
は
司
法
書
士
等
と
マ

ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き

家
等
の
住
宅
の
所
有
者
等
に
対
し

て
、
県
内
各
地
で
年
間
10
回
程
度
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
啓
発
や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。

個
人
県
民
税
の

均
等
割
の
減
税

は
可
能
か
知
事

の
見
解
を
伺

う
。

Ａ　

個
人
県
民
税
の
均
等
割
は
「
地

域
社
会
の
会
費
」
と
し
て
、
非
課
税

者
を
除
き
県
民
に
年
１
０
０
０
円
を

負
担
い
た
だ
く
も
の
。
こ
の
個
人
県

民
税
均
等
割
の
減
税
は
条
例
に
よ
り

異
な
る
税
率
を
設
定
す
る
こ
と
で
可

能
で
は
あ
る
が
、
実
施
し
て
い
る
都

道
府
県
は
な
い
。
こ
れ
は
、
本
県
と

同
様
に
森
林
環
境
税
等
を
上
乗
せ
し

て
い
る
団
体
が
、
標
準
税
率
を
超
え

る
税
率
を
適
用
し
な
が
ら
個
人
住
民

税
の
均
等
割
を
減
税
す
る
こ
と
は
制

度
上
問
題
が
あ
る
か
ら
と
考
え
ら

れ
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

公
明
党

公
明
党

室屋 美香
（春日市）

嘉村 　薫
（糸島市）

豊福 るみ子
（遠賀郡）

大田 京子
（福岡市南区）

渡辺 美穂
（太宰府市）

後藤 香織
（福岡市早良区）

稲又 進一
（北九州市門司区）

塩出 麻里子
（北九州市小倉南区）

永島 弘通
（福岡市南区）

川上 多恵
（福岡市博多区）

井上 　寛
（久留米市・うきは市）

新
政
会

新
政
会

靏林 大我
（中間市）

大塚 絹子
（北九州市八幡東区）

日
本
維
新
の
会

日
本
維
新
の
会

新開 嵩将
（福岡市中央区）



ふくおか県議会だより 2023年（令和５年）８月発行第49号 （6）

調査特別委員会について 令和５年６月23日現在

６月23日、調査特別委員会が設置されました。６つの委員会の設置目的等をご紹介します。

各調査特別委員会の活動等の概要は、県議会ホームページ内「委員会の情報」をご覧ください。　https://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/iinkai/

空港、高速交通網等の整備、県民の移動手段の確保など交通ネットワークに関す
る諸施策の推進を図るため

１　福岡空港と北九州空港との一体的運用と機能強化に関する諸調査
２　北九州下関道路その他経済・産業等の基盤となる高速交通網等の整備に関する諸調査
３　福岡市営地下鉄の延伸等に関する諸調査
４　地域公共交通等、県民生活と地域間連携を支える移動手段の確保等に関する諸調査

設置目的

付議される案件

子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成その他少子化・人口減少社
会に関する諸施策の推進を図るため

１　子育て支援並びに子どもの権利の保護及び健全育成に関する諸調査
２　働き方改革及びジェンダー平等の推進に関する諸調査
３　人材（人財）育成及び教育施策の充実に関する諸調査
４　その他少子化・人口減少社会に関する諸調査

設置目的

付議される案件

再生可能エネルギーの活用等と環境保全との調和など経済活動及び土地利用と
環境に関する諸施策の推進を図るため

１　洋上風力発電の推進及びグリーン水素の活用等に関する諸調査
２　地球温暖化防止に向けた脱炭素・再生可能エネルギーの活用等電力・エネルギーの安

定供給と環境保全との調和に関する諸調査
３　安全な水資源の確保に関する諸調査
４　環境に配慮した土地の利用調整その他環境保全に関する諸調査

設置目的

付議される案件

国際的経済競争の激化、外国の人材受入れ拡大などグローバル社会の進展に伴
う課題及び国際交流に関する諸施策の推進を図るため

１　外国人観光客の増加に伴う課題に関する諸調査
２　外国人労働者の受入拡大、外国人材の活用等多文化共生社会に関する諸調査
３　県内商工業及び農林水産業の国際競争力の強化に関する諸調査
４　九州国立博物館、県立美術館等による文化交流その他の国際交流に関する諸調査

設置目的

付議される案件

ワンヘルスの理念及び実践、ＡＩ等を活用した新しい社会システム等への対応、九州の一体的観光
振興その他の広域的行政課題並びに地方分権型社会の構築などに関する諸施策の推進を図るため

１　ワンヘルスの理念と実践（ＳＤＧｓを含む。）に関する諸調査
２　廃プラスチック問題その他の環境の健全性に対する脅威に関する諸調査
３　ワンヘルス産業の育成・支援等に関する諸調査
４　ＡＩ、ＩＣＴ等を活用した新しい社会システム、生活様式等への対応、九州の一体的観光振興等、　広域的行政課題に関する諸調査
５　広域的災害（生物災害を含む。）による被災者等の生活基盤及び社会基盤の再建に関する諸調査
６　防災計画、国土強靱化計画等広域的防災・減災対策に関する諸調査
７　権限移譲、税財源の拡充その他地方分権型社会の構築に関する諸調査

設置目的

付議される案件

スポーツ振興及びスポーツ産業振興その他スポーツ立県に関する諸施策の推進
を図るため

１　スポーツ振興及びスポーツ産業振興に関する諸調査
２　国際スポーツ大会の誘致、開催、レガシー（遺産）活用等に関する諸調査
３　スポーツによる県民の健康増進及び高齢者、障がい者等の社会参画の促進に関する諸

調査

設置目的

付議される案件

小緑　貴吏（自民）
笠　　和彦（自民）
井上　正文（自民）
吉松　源昭（自民）
長　　裕海（自民）
松尾　統章（自民）

室屋　美香（民主）
中嶋　玲子（民主）
佐々木　徹（民主）
永島　弘通（公明）
壹岐　和郎（公明）
椛島　德博（新政）

横尾　政則（自民）
花田　尚彦（自民）
𠮷田健一朗（自民）
大田　　満（自民）
吉田　浩一（自民）
松本　國寛（自民）
田中　雅臣（民主）

後藤　香織（民主）
松下　正治（公明）
大塚　勝利（公明）
靏林　大我（新政）
新開　嵩将（維新）
福地　幸子（桜和）

空港・交通インフラ調査特別委員会

子育て支援・人財育成調査特別委員会

波多江祐介（自民）
吉村　　悠（自民）
大島　道人（自民）
中尾　正幸（自民）
江藤　秀之（自民）
加地　邦雄（自民）

新井富美子（民主）
岩元　一儀（民主）
川上　多恵（公明）
新開　昌彦（公明）
堀　　大助（新政）
新開　崇司（維新）

再生可能エネルギー等調査特別委員会

宮原　伸一（自民）
浦　伊三夫（自民）
川端　耕一（自民）
樋口　　明（自民）
今林　　久（自民）
中村　明彦（自民）

大田　京子（民主）
渡辺　美穂（民主）
原田　博史（民主）
井上　　寛（公明）
大塚　絹子（新政）
冨安　正直（至誠）

国際化・多文化共生社会調査特別委員会

林　　泰輔（自民）
髙橋　義彦（自民）
板橋　　聡（自民）
野原　隆士（自民）
井上　忠敏（自民）
藏内　勇夫（自民）

山本　耕一（民主）
井上　博隆（民主）
原竹　岩海（民主）
塩出麻里子（公明）
西尾　耕治（公明）
中村　香月（新政）

ワンヘルス・地方分権等調査特別委員会

宮川宗一郎（自民）
永川　俊彦（自民）
桐明　和久（自民）
井上　順吾（自民）
原口　剣生（自民）
坪田　　晋（民主）

大橋　克己（民主）
原中　誠志（民主）
守谷　正人（民主）
稲又　進一（公明）
塩生　好紀（維新）
栗原　悠次（緑友）

スポーツ立県調査特別委員会

※自民：自民党県議団、民主：民主県政県議団、公明：公明党、新政：新政会、維新：日本維新の会、緑友：緑友会、桜和：桜和会、至誠：至誠会

豊福るみ子
（民主）

副 委 員 長

井上　博行
（自民）

委　員　長

神﨑　　聡
（自民）

副 委 員 長

仁戸田元氣
（民主）

委　員　長

嘉村　　薫
（民主）

副 委 員 長

中牟田伸二
（自民）

委　員　長

渡辺　勝将
（自民）

副 委 員 長

冨永　芳行
（民主）

委　員　長

江口　善明
（自民）

副 委 員 長

秋田　章二
（自民）

委　員　長

江頭　祥一
（自民）

副 委 員 長

西元　　健
（自民）

委　員　長
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　７月７日からの大雨により県内各地で甚大な被害が発生し
たことを受け、７月12日、香原勝司議長は服部誠太郎知事と
ともに添田町、朝倉市、久留米市の被災地域を視察しました。
現地では地元選出議員や地元首長が同席され、地元の皆様か
らのお話を伺い、添田町では橋梁被害を、朝倉市では護岸崩
壊、久留米市では農作物被害などの状況を視察しました。ま
た、久留米市では現地視察後に市役所において意見交換会を
行い、原口新五久留米市長から、豪雨災害からの復旧支援に
関する要望書を受領しました。
　翌13日には、谷公一内閣府特命担当大臣（防災）による被災
地視察に同行し、知事とともに「令和５年７月７日からの大
雨災害対策に係る緊急要望書」を谷大臣に手渡しました。

　本県議会が議員提案で制定したワンヘルス推進基本条例に基づき、本県をワンヘルスの世界的先進地・拠点とする取り組みが着々と進行しています。

７月の大雨による被害状況の視察７月の大雨による被害状況の視察

知事との現地視察　７月12日

谷公一内閣府特命担当大臣（防災）による現地視察　７月13日

藏内勇夫議員の「世界獣医師会会長ワンヘルス特別賞」受賞を報告

ワンヘルスセンター立地協定締結
　７月５日、服部誠太郎県知事は、ワンヘルス推進基本条例に基づき県が
整備するワンヘルスセンターの立地について、みやま市の松嶋盛人市長と
協定を締結しました。ワンヘルスセンターは、人の健康と環境の保全に関
する諸機能を担う新たな「保健環境研究所」と、家畜だけではなく野生動
物や愛玩動物の保健衛生を一元的に担う「動物保健衛生所」が相互に連携
し、ワンヘルスに関する先進的な調査・研究や人材育成などを進めるワン
ヘルスの実践拠点です。
　協定には、①県は、みやま市から保健医療経営大学跡地及び建物を譲り
受け、この譲渡物件を最大限活用してワンヘルスセンターを整備するほか
ワンヘルスに関する事業を実施すること、②県は、ワンヘルスセンターに、
ワンヘルスについて学び、体験できる設備や国内外の研究者が集う設備を
整備し、市の地域発展
に寄与すること等が規
定され、締結式には、
香原議長やワンヘルス
の推進を提言した藏内
議員とワンヘルス・地
方分権等調査特別委員
会の秋田章二委員長等
が立会しました。

　６月６日、（公社）日本獣医師会会長及びアジア獣医師会連合（FAVA）会
長でもある本県議会の藏内勇夫議員が、台湾・台北市で開催された 2023
世界獣医師会（WVA）大会においてラファエル・ラガンス世界獣医師会会
長から「ワンヘルス特別賞」を授与されたことを服部誠太郎知事に報告され
ました。今回の受賞は、藏内議員が、日本、アジア、そして世界のワンヘル
スの推進に多大な貢献をされてきたご功績が評価されたもので、報告には、
台湾に同行された香原勝司議長、松尾統章自民党県議団会長、秋田章二ワ
ンヘルス・地方分権等調査特別委員会委員長、草場治雄（公社）福岡県獣医
師会会長も立会されました。

福岡県をワンヘルスの世界的拠点に!!福岡県をワンヘルスの世界的拠点に!!

アジア獣医師会連合（FAVA）ワンヘルス福岡オフィス オープン
　アジアから世界に向けてワンヘルスの実践
を広げるため様々な事業活動に取り組むアジ
ア獣医師会連合（FAVA）ワンへルス福岡オ
フィスが、アクロス福岡（福岡市中央区）内に
開設され、８月１日、開所式が行われました。
　ワンヘルス推進の国際的交流拠点として期
待されています。

全米獣医師会との連携が進展
　藏内議員が全米獣医師会（ＡＶＭＡ）の招聘を受け、コロラド州デンバー
で開催された全米大会で日本やアジアの獣医師会のワンヘルスの取り組み
についてスピーチを行いました。昨年、フィラデルフィアで開催された同
大会に続く二度目の招聘となり、改めて、本県や日本、アジアとアメリカ
とのワンヘルスに関する連携が確認され、絆が強化されました。
　昨年のフィラデルフィア大会で生まれた
ハワイ大学との縁が今年４月の本県とハワ
イ大学との「ワンヘルス推進に関する覚書」
の締結に繋がりましたが、今回も、全米有
数の獣医学部を有するコロラド州立大学と
の連携の機運が生まれています。
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■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など

TEL 092-643-3823

FAX 092-643-3825

E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など

TEL 092-643-3827

FAX 092-643-3825

E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など

TEL 092-643-3832

FAX 092-643-3825

E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など

TEL 092-643-3806

FAX 092-643-3825

E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第50号）の発行は、令和５年11月下旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県

民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソ

ン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希

望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

９月定例会のスケジュール（予定）９ ⁄８（金）から
９月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

● ９月８日（金）　開      　　　会

● ９月14日（木）　代　表　質　問

● ９月15日（金）　代　表　質　問

● ９月19日（火）　一　般　質　問

● ９月20日（水）　一　般　質　問

● ９月21日（木）　一般質問・決特委

● ９月22日（金）　常 任 委 員 会

● ９月25日（月）　常 任 委 員 会

● ９月26日（火）　常 任 委 員 会

● ９月27日（水）　本　　会　　議

● ９月28日（木）　決算特別委員会

● ９月29日（金）　決算特別委員会

● 10月２日（月）　決算特別委員会

● 10月３日（火）　決算特別委員会

● 10月４日（水）　決算特別委員会

● 10月５日（木）　決算特別委員会

● 10月６日（金）　決算特別委員会

● 10月10日（火）　決算特別委員会

● 10月12日（木）　閉　　　　　会

※本会議については、インターネット「福岡県議会中継」でご覧になれます。

令和５年度６月補正予算のポイント

令和５年度６月補正予算の主な内容

令和５年度６月補正予算を可決
（電力・ガス・食料品等価格高騰対策など）

予算関連の詳細につきましては、県ホームページをご参照ください

　県民の生活・健康を支える医療・福祉施設、子どもの
学びや成長を支える教育施設等に対する電力・ガス・食
料品等価格高騰対策に取り組むほか、価格高騰の影響を
特に受ける低所得のひとり親世帯への支援、鶏卵価格の
上昇の原因ともなっている高病原性鳥インフルエンザへ
の対策に取り組む。

低所得のひとり親世帯への支援
〇低所得のひとり親世帯に特別給付金を支給

………６億6,337万５千円
　　　［給　付　額］児童１人当たり５万円
　　　［対象児童数］約１万３千人（町村部のひとり親世帯分）

電力・ガス・食料品等の上昇分への支援
■医療・福祉・教育施設等への支援
　　〇県民の生活・健康を支える医療・福祉・教育施設等に対

し、電気代等の上昇分を支援 ……62億2,161万１千円
　　　（内訳）・医療施設等 ………………34億1,984万９千円
　　　　　　・社会福祉施設 ……………23億3,925万８千円
　　　　　　・保育施設 ………………………１億4,108万円
　　　　　　・私立幼稚園、私立学校 …３億1,521万９千円
　　　　　　・こども食堂 ………………………620万５千円
■生活者・事業者への支援
　　〇特別高圧で受電する中小企業等に対し、電気代の上昇

分を支援 ……………………………46億6,721万８千円
　　〇ＬＰガスの使用世帯・事業所に対し、ＬＰガス代の上

昇分を支援 …………………………30億5,631万８千円
■畜産・酪農家の経営継続支援
　　〇飼料購入経費を支援 ………………18億6,237万３千円
　　〇肉用子牛の出荷価格下落に対する支援

………１億8,416万３千円

高病原性鳥インフルエンザ対策
　　〇防疫体制を強化 ……………………２億1,482万６千円
　　　・養鶏農家が実施する鶏舎の防疫措置に対する助成
　【新】・市町村が実施する鶏舎周辺ため池の防疫措置に対す

る助成

拡充

新規

新規

新規

拡充


